
Ⅰ　「整党運動」としての文化大革命
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過渡期の1ftEflとプロレタリア民主主義
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中！司のプ口レクリア丈化大革命についてさ玄ゴ

交の議論がf寸たわhてし、み。あるぬ fiはこれ三そ

革命であるとい十、 他のJi首台iJ:: ＇：.れを反~ir1守1と7認

定するc ふるいは主た、 －）jでは特殊守1時的々も

しりにすぎぬとヤい‘ 他－uでは ill：界史的普遍性をれ

っと L，、？）。

文化大本命をどう理解するかは， われわれにと

って理論的にも実民的にも喫8誌のi；宋屈である。ど

が文化大革命日現在進行中の巨大な大衆運動であ

り、その全体像はもう少し時間が経ι まだIVF,

かにされてし、ない字実が報道されtn、と描けない

であろう。そればかりではなくー文化大本命はこ

れをrp同革命の歴史のなかで正しく付罰づける必

要があるのみならず（；＇ I）、国際関係 fとりわけ対ソ

述社会主誌土の問1系）における位校／）けも不可欠で

，.」戸

山＇ oJ0 

ここでは文化大革命を理解するための基本的た

視角を設定することに課題を限定しなければなら

たい。基本的tt視角どいうのはう文化大革命をな
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によりもまず「整党運動jとしてとらえることであ

る（11 2) 0 『人民日報』、『紅旗L 『解放軍報』は 19同

年元区の社説のなかで「デロレケリア文化大草t¥fJ

f t偉大な整党運動である jと述べているが， とれ

は文化大革命の当初］からの一貫した規定である。

たとえば， 中：Jt中央の「－f口レタリア文化大革命

に関ナる次ー定J(l6力条， 1966年 H月 8ll採択）は， 多

i古i的な内存を合んでいらが， そのなかに「今回の

運動の定点は， 党内の資本主義の道を歩む実権派

の奴九に［b］け「，；／1::,J(ill次運動的重点，是終党内那

比走資本ごL主主道路！下J'Hl!dl氏）正いう一文がある。わ

れわれはこの妓定を虚祝する。つまりJ資本主義

の道を歩む実ほ派jとは｛りか， その理論と政策を

核三、IFるこ土をRじて文化大革命を正しくとらえ

ることができるど汚える G 実権派の理論と政策を

f!il 1：，かにすることによって， 実権派を党iド央のみ

はじずあらゆるレベルの指導部から排除しつつあ

る毛沢東思想、の珂J命と政策を解明する手がかりが

得られるものと%えるほ 3）。

この二つの理論，理論から導かれる政策路線を

rt1 f'f-4はL、ま「資本主義の道j と 「？［：会主義の道j

どの十三つの道の闘争どとらえている。われわれは

これを｜資本主誌の道かj，同i会主義の退治、jとし、

九次元でとらえるこ左はできないと考える。 さL

あたり，社会主義建設をめぐる「毛沢東思想、jと

！修正主義j との闘争と理解しておきたし、。ここ

で f修正主義白土いうのは， I毛沢東思想、iこ対する
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修正主義」の意であり，「マル’クス主義に対する修

正主義jの立ではない。毛沢東思想、とマノレケス主

義を等置できるとすれば（とのような想定自体実は無

意味だが），この修正主義はマルクス主義に対する

修正主義とたるのであるが， その議論を？？なうた

めには， 毛沢東思想、のマルクス主義における位置

づけを行なう必要があり， いまその用意はない。

以kの理由で，文化大革命を「毛沢東思想、」と

（毛沢東思想に吋する）「修:iE主義jの闘争を）t5軸に理

解しようと試みるわけである日 4)。いu、かえれば，

ここで問われているのは「資本主義か社会主義か」

ではなく，社会主義の「質」の問題である〔n,s, 6 ＞。

さて， 1:;沢東思想、と修正主義とのごつの道の闘

争は，中国側の主張する上うに， 中国軍命の歴史

とともにある位打。しかし，対立一般を問題にし

たのでt士、 なぜ文化大革命のなかで決定的に対立

するに至っ t~. のか， あるいは対立を克服するため

に文化大革命が展開されるに重ったのかを説明で

きないであろう。ここでは， むしろ文化大革命の

なかで決定的な対立に烹る過程に焦点を Lぼらな

ければたらなL、。しかも， 毛沢東思想、と修正主義

の内容について， あるいはその闘争の展開過程に

ついて計しャ杭討を加える用管はなく， 一歩つのイ

デオロギーを生産力・年rml'IJ係の視点かん検討す

るだけである。しかし， これこそ毛沢東思想と修

正主義とを区別する最も根本的な相違点の一つで

あるにちがむ、ない。

（注 1) :" C:（東は文イI:r：市命につい・＂ 1J; •T, ；ろな

「最新指示」を示 Lf。「プロレタリア文化大革命は，

実質的には，社会主義の条件のもとで，プロレダリア

階級が・； .レ.＿，；＂ア階級お 「什ぺての搾ll'z防jl''iに反対

する政治仁 ：，•：命であり， ·l•[til 共産党およ Ti' そ円m導の

もとにふ乙）_i;,;11な革命的人代々＇！＇.＇＇. と国民党r:;z主力？r，との

長期にわたる闘争の総統であり，プロレタリア階級と

プノレジョア階級との階級闘争の継続である」（『人民日

報』， 1968年4月10臼〕。なお，この「最新指示」の読み

んについては， J1i:tT1；「毛沢東の『最新指示』J（中［主：文

化む会研究会『，1,i刊の文化と社会J，第 9号，19681ド7

J]）。

（注2) この視点にたつ文化大革命論としては，た

とえば，藤井満洲努「党建設におけるこつの路線の関

〈勺（Ii中国研究JJ報』， 1968年 7fl)。

(/1:3) 一時文化た革命＝権力関争説が広くれなわ

れたり誤解を恐れずにあえていえば，これは基本的に

はIEしい。問題は，権力をめぐっていかなる闘争が展

開大れたのかで.j;, fJ ，それぞれがいかなる社会主義建

；.＇ド 3理論をもって L、たのか，である。

(it4〕 こ：で守二沢東思想を菜料1として考えるの

は，むろん，毛沢東思想こそ中関箪命を勝利に通事いた

盟論であり，逆にし、えば，中国革命の生み出した理論

ごユが，毛沢市,I，！，＇、惣であると考えるか！＼にほかた凡な

V、。

Cil:5) なぜな r.，修正主義と資本主義との別には

ー織の断絶があり，直結させることはできなし、。中闘

は「資本主義の道を歩む実権派」と規定しているが，

F の：宅！？絶がどの Lうに結びつ〈のかを；命理的に夜明す

木三となく「がむj ご結んでいるのは不十分だ正いっ

てし内、。これはより根本的には，資本主義の歴史性，

とりわけその限界性に対する明確な認識の欠如に主主闘

するのではなかろうか。端的にいえば，帝国主義段階

1 iド年、資本主交付｛ U や本来の ;0：•事長では資本主義的に

じ王子済を処理人乏などなり，歴史的限界を露呈するこ

とになる。中関が帝閑主義（資本主毅）によって「半

相民地・半封建社会Jに編成されたこと自体が，資本

、先iまもはや：！ 1[c』Cハ前近代社会主’官官型的にしか結成！ノ

えなかったこ ιしを示すものであり，主ヌにこの事実三

ヘが社会主義cr;wを必然ならしめt.：のとある。資本主

義と社会主義とを単に並列する理解は，この意味で歴

史的認識とはいえない。 「低開発国」の「開発論」と

上γ資本主義的コースと社会主義；＇内コースを並列する

；五八手議論と共通し＇） 欠陥をはらんでいる。なお，こし•； 'i 

に，.) いては， I；古橋満「土地改革の理解について」〔『i1, 

悶の文化と社会』，第10号， 1968年9月〕。

（注 6) 拙稿「毛沢東の階級観」〈『アジア経済』，

1.;". R巻第8号， 1967年8月号〕。

（注 7) たとえば；法井満洲男， lJ<T持論文。
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Ⅱ　大躍進期前夜の二つのテーゼ
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II 大躍進期前夜のこつのデ ザ

1956年9月の中国共産党第8回大会；士、 1945年

4月の第7聞大会から11年ぶりに関かれた。第8

回大会が解決しなければならなかった摂大の問題

は， 生研干段の所有制が茶本的に私有出！！から共有

制に変革された段階で，社会主義建設にとって次

の課題は何かを明らかにすることであゥた。第8

回大会の結論は，生産手段の所有輔の変本によっ

て， 階級矛盾は基本的に終わりを告げ，あとは生

産力の向上と建設が主要な問題になる， というも

のであ q た。 Jr］少奇は党中央を代表して行なった

政治報~~·で次のように述べている。上くりi用され

る有名な個所だが，念のために掲げることにする。

「農業，手工業， 資本主義的工商業に対する社

会主義的改造の過程マ宅われわれの活努力には， 欠

点や誤りがなかったわけではない。われわれの政

策は，初めから成熟していたとはいえないし，政

策を実行するうえでも，局部的な偏向が現われた

ことがある。それにもかカミわらず，生死ごT段の私有

制を社会主詩的共有市jに変えるという、 Fiめて複

雑で困難な歴史的任務は， わが国でいますでに基

本的になしとげられたのである。わが聞における

社会主義と日本主義の！日］の誰が，誰に九九勝っか

という問忠は，すでに解決されたのであるj位日。

この点について， 同報告に対する大会決議長は，

より明伴J口欠のように述ペている。

r1r、まやわが国のおもな矛盾は，進んだ工業国

を建設しようとする人民の婆求と，連れた農業国

であるという現実との聞の矛盾であり，経済，文化

の急速な発展に対する人民の要求と， いまだに経

済，文化が人民の要求を満たすことができないと

いう現状の聞の矛盾である。この矛盾の本質は，

わが国ですでに社会主義制度がうち趨てられたと

ラ2

いう事情のもとでは，とりもなおさず，進んだ社

会主義制度と遅れた社会の生産力との間の矛盾で

ある。党と全［'j~人民の当面のおもな在務は， プJを

集中してこの矛盾を解決し，できるだけ早く，わ

が悶を遅れた終業閣から進んだ工業国に変えてい

くことであるj〔lt2¥

生産手段の所有制の変革によって社会主義は勝

利した。したがって， その後の問題は進んだ社会

主諸制度（生産関係）と遅れた社会の生産力（生産

力）との間の矛盾を解決することである一一この

テーゼをかりに「生産力論」と名づけることにし

よう（注3)0 

この「生産力論jは次のような特徴をもってい

る。第1に，本来不可分であるはずの生産力と生

蕗関係を機械的に切り離して理解している。生産

力は一定の生産関係のもとでの社会的生産力とし

てとらえられねり江らぬにもかかわらず，であるヲ

第2に，この理論は生産力が発展すれば，社会主

義は自動的に成立するという展望のうえに成立す

る。ここで担、定される社会主義は，単に社会的生

＃に適合した社会的所有だけの問題になってお

り，生産関係自身が商品形態をもって処理されて

いることから生ずる資本主義の真の矛盾の解決と

いう点がきわめてあいまいであり， その社会主義

fメージは苦しく貧困である。第3に，第2の論

理的帰結として，生産力の増大のみが絶対化され

る傾向をもっO

この「生産力論iは， 当時の中国共産党の独創

ではなく，農業集団化のあと1936年にスターリン

が憲法草案でうち出した有名な理論と同じもので

ある。この意味で「生産力論jこそ従来のいわゆ

るマルクス主義の伝統的理論にほかならなし、。第

8回大会の結論が「生産力論」であったという事

実は， この時期の中国共産党がいかにソ連の社会
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主義建設を摸倣しようと努力していたか， スター

リン理論のワクのなかで内題を解決しようとして

いたカミを端的に示すものといってよい借り。中国

革命を通じて事実上スターリン現論を克服してき

た中iEJ共産党泊句、 この段階でふたたびスターリン

理論に屈服せざるをえなかったのは， スターリン

理論の克服がまさに事実土であって， 明確な論理

化にまで至っていなかったがらにはかならない。

ところで，中国共産党がこのテーゼを採択して

から半年も経っていない 1957年三 JJ，毛沢東は

「人民内部の矛盾を正しく処理する問題について」

と越して演説し、 「階級闘争はまた終わっていな

い」として弟 8u"l大会の決論とはくい違うテーゼ

を提起した。 6月になって公表されたものによる

と， 毛沢東はiえのように述べてヤる。

「わが国では，社会主義的改造が，所有制の面

では基本的になしとげられ，革命（i)時期における

大規模の， あらしのような大衆的階級闘争は基本

的に終わりを告げたが， くつがえされた地主・買

弁階級の残詐分子はまどι在しており， ブ＇＂ ジョ

アジーもまだ存在しており， 小ブ、ノレジ’ヨアジーは

やっと改造されはじめたはがりである。階級協争

はまだ終わってはし、ない。プロレタリアートとブ

ルジョアジーとの間の階級闘争，各政治勢力の聞

の階級闘争， プロレタリアートとブルジョアジー

との間のイデオロギ一面での階級闘争は， なお長

期にわたる， 曲折したたたかいて、あり，ときには

ひじように激しいものでさえある。プロレタリア

ートは自己のi世界観に某づいて世界を改造しよう

とするし， ブルジョアジーも自己の世界観にぷづ

いて世界を改造しようとする。この商では，社会

主義と資本主義との間の， どちらが説ち，どちら

が負けるかという問題は， まだほんとうには解決

されていなャ」（比5¥

毛沢東はさらに 1957年 3月の「中国共産党全国

営伝工作会議における講話」のなかでもとれと同

じ趣旨のことを述ベている。

第8回大会のテーゼと毛沢東テーゼとのくい遣

いの意味するものは何が。ここではさしあたり，

この聞に中国国内では局部的とはいえ農業集団化

の動揺があり，国際的にはハンガリ一事件など

1%6年 2月のスタ←リン批判に誘発される衝撃的

な事件が起こっていることを指摘するにとどめて

おく位引。われわれは毛沢東がここで第8回大会

のテーゼを克服しつつあったこと，しかしそれは

中凡共産党の指導部全体の理論にはなりえていな

かったことを確認しておけばよい。こうした状況

のなかで大躍進を迎え，二つのテーゼが交錯する

ことになる。

（注 1) 『中国共産党第8回全国代表大会文献集』

i:'I 1巻（外文出版宇上， 1956年），45～46ベータ。ただし

j（文は必「しも河ーではなL、。以下河と。なれ，この

火会はスターリン批判の行なわれたソ連共産党第20回

大会の・Y1f'fをに関かれたことに1tHする必獲がある。

j、会で，j：凶夕、産党規約が改正され，「総綱」から［毛沢

東思想」が白ljられた本突は，ス Fーリン批判に対する

中国的対応のーーつの形として理解されねばならない。

（注2) 『中国共産：r:1:f:HS因企iな［代表大会文献集』，

146～147ベージ。

（注3) 1967年4月以来の「中闘のブノレシチョフ」

批判のなかで，霊目少命lJ f生産力説者Jとして批判さ

れていることは周知のとおりだが，批判者は第8回大

会の政治報告にはまだ触れていなL、。 「生産力論」批

！日としては，たとえば《首都車工術兵》報講話料f¥1!f批臭

,j，［ヨ赫魯暁夫的反革命“生産力総”」（『人民il報』，

1967年 9月3日〉。

（注4) もっと t，志法草案で打ち出したλ ターリ

ン・テ ゼ（［もは＇＼＇互いに数対する猪級は存在せず J

「階級衝突は存在しない」〉だけがλ ターリ γ理論のす

：てでりなしー。翌1937斗 3月のスターヲン報色A Lま，悪

川島い「階絞書官争激化理論Jであり，これこそ大粛清

の悲員討をもたらしたのであった。 「搾取階級のない社

会での杭紋闘争という論理の明白な混乱は，国内の潜

53 



Ⅲ　大躍進をめぐる二つの理解
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級敵をぱ，階級基殺を失いまE暴化したひとにゲりのス

パイと定ぷづけることによって辛うじと収鈴六れたの

であと。社会主義の完成 I／・といわれ人1937Zi'をはき

む前後 2, 3年間は，スターりンク）大出l情の胤がふき

あれた時代であった」 （菊地昌典「社会主幾社会と階

級闘争J，『世界』， 1967年4月号）。

Ci土5) 1沢東「人上、、l'Jffi.）矛盾を:ti.＇一／処理する

問題に J ) 

1967年）， 651ページ。

（注 6) 毛沢東「人民内部の矛盾・…・J，終 9,10項。

田大躍進をめぐる二つの理解

1. 経過

大躍進は1957年後半からの反右派闘争（および全

国的な農村社会主義教育運動〕の高まれのながで，

1957年冬から1958年春へかけて展開された大規模

な水利建設連動として出発した。 1958年5月の中

国共産党第8回大会第2次会議で n,:,I,i乙で歩くj

方針（重工業を優先的仁楚尽させることを！日111'として，

工業と農業を同時に発展させること，集中的指導，全面

的計画，分業と協業を前提として，中央の工業と地方の

工業を［t,]11寺に発展させ，大t＼＇）企業と中・ 1］、耳目、業を同時

に発展させらこと）（註1.2 jが提起され，工業において

は，基本建設の拡大（削），「おびただしい数にのぼ

る中・小型の炭鉱，発電所，製油工場，製鉄所，

金属鉱111，化学肥料工場，セメント工時，機械工場，

農畜産品力｜｜工工場などjの建設が行なわれた〈削〕。

また農業においては，水利工事（注5）＇堆肥作り

（注6），土地の改良や整地．世林〈注7)，喪具の改良

【注目などか行なわれた。 8J1にはいってから人民

公社化運動が展開されたことも周知のとおりであ

る。農村における運動の展開にともない，工業に

おいても企業管理の改草が試みられた。

以上で、大躍進の初期の状況を簡単iこみたわけだ

が，われわれの関心は， この巨大な大衆運動を貫

く理念の追求であり， 大躍進の全体像を明らかに
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することではないから， これ以上立ち入ることは

しtu－－、。

2. 大羅進に対する「生産力論j的理解

IJ少奇は第8回大会第2次会議室で， 社会主義建

設の総路線に関する報告を行ない， 次のよろに述

ベた。

「整風運動と反省派闘争は， わが国における思

想戦線と政治戦線での社会主義革命である。これ

は，社会主義か資本主義かの二つの道についての

決定的な意義をもっ闘争であった。この闘争の勝

利によって，最も広範な人民大衆の聞に，共産主

範的思想、大解放が行なわれ， これによってわが国

における階級間の力の対比が大きく改められたの

-C＇ある J（注宮）。

劉少奇は所有制の面での社会主義的改造が基本

的に完成した後にもなお残る， イデオロギ一面の

階級闘争の存：｛E(毛沢東テー引を認めながらも，

それがすでによの段階で決定的な勝利を収めたと

して，次のように生産力の発展を強調する。

（建設の速度のliJJ題は，社会主義革命の勝手IJの

後，われわれのがiにおかれた最も重要な問題であ

る。われわれの革命は， とりもなおさず社会的生

産力を最も；急速に発展させるためのものである」

(i_UO) 
0 

この劉少奇報告は，表面的には 1956年の「生産

力論Jと1957年の毛沢東テーゼが問居した形とな

円ているが， その基調は「生産力論」で貫かれて

いるといっていい。さて， f生産力論J的視点tこた

つとき，大躍進はどのようにとらえられるであろ

うか。

まず「両足で歩くJ方針であるが， これが第 I

次5カ年計習の震工業偏重， 中央工業偏重，大型

工業偏重（注11）に対する反省のうえに提起されたこ

とはいうまでもないとして， この「両足で歩く」方
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QI；土， 単に労働力や物資，資金ω配分の問題とし

てのみとらえられる。労働力を1sむあらゆる潜在

資源の活用は，重工業・ tll央仁業・大型企業によ

る発展という従来の政策を補うものとして， 生産

を量的に拡大するものとしてのみ評価される。 こ

こでは人民は「生産のための労働力」としてとら

え「｝れ‘人民の解放といろ視点は背後に押しやら

れるり大躍進の本質ともし、うべき大衆路線は，こ

こでは大衆動員に倭小化される。

い主までわれわれがみてきた劉少必報告は，す

べて中共中央を代表した公的なものである。その

なかにわれわれは「生産力論Jを見いだしてきたの

であるが， 文化大革命のなかで暴露された劉少奇

個人の発言をみると， より明確に「生産力論」が

i 2カhび上がってくる。たと；年ば、 1958年6月3013,

劉少市は北京日報社を訪れ馬『，It忘れ報』が組織し

/~ ' 共産党員は個人の志望をもっ J くさか否かJと

いう討論を総括し， ［共産党員はおとなしい道只r

となれ」と語り，「おとなしい道具」論は 7月29日

の『北京日報』社説になって，全国に毒素を流し

fこという（注12）。

1存権後の『北京日報Jti説；J, 二れを f愚民政

指I, I奴隷主義J，「ブ〆シスト的党組織原則j と

批判している。社会主義を単に計Ti回経済と理解し，

生産力の増大のみが絶対｛とされるを、 たしかにナ

チス経済と異ならない体制になりかねないのであ

って， この意味で「ファシスト的」というのは決

してオーバーではないと恩われる。こうして「主

観的能動性jの発揮のぞ1におL、て， 上級に対する

！茂績主義，大衆に対する命令主義，大衆のひきま

) ）しが生ずる。 1958年の生！主計画iR擦の相次ぐ引

上げは，生産至上主義の結果ーには刀誌ならない印1:1)0 

3. 大躍進の毛沢東的理解

毛沢東にとって克服すべき対象が生産力論であ

る以上， 毛沢東理論は生産力論の批判のうえに築

かれる。

第 iに， 「進んだ生産関係Jに「遅れた生産力J

を追いつかせる， というように生産関係と生産力

とを機械的に分離してはいない。毛沢東はいう。

「？土会主義の生産関係はすでに確立されて，生

産力の発展とは照応し合っているが， それはまだ

非常iニ不完全であり， これらの不完全なIRiと生産

)Jの発展とは， これまた矛盾し合ってし、る。生産

関係と生産力の発展とのこうした照応しながらも

矛盾し合っている状況のほかに， なお上部構造と

経済的土台との照応しながらも矛盾し合っている

状況がある」ほ14)0 

生産力と生産関係とを機械的に分離するのでは

なく， このように真の意味で弁証法的にとらえて

し、ることにまず注目する必要がある。このような

必識は〉農業集団化の経験を総括するなかで得ら

れたものであり， またこれよ二そ合作化から人民公

社化への発展を基礎づける基本的な論理であった

Ull.1) 。

生産力・生産関係に関する毛沢東の見解につい

じ l生産力ぬきの生産関係主義Jとか「生産関係

心 4 面的重視j とかいった批判が浴びせられてい

る。これは土地改革後あまり時間をおかず毛沢東

か｝！＇＇／；業主回化を提起した事実に端を発したものだ

が， この議論は根本的な誤りを含んでいる。半植

民地・半封建社会の中国においては，「農民的土地

所有の成立はすでに歴史的に不能」であったの

であり， ［農業，農民問題は土地改革＝農民的土

地所有の創出では解決されず，集団｛ヒニ社会化tこ

上って解決j位 16）されるほ語、なかったのである。

ここで人民公社化運動につヤてぶしく論ずる用意

はないが，公社化も集団化の発展形態にすぎず，

要するにその本質は「生産関係の変革」を通じて
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「生産力の解放Jが追求されたものといっていい

であろう。ミこで「生産関係の変革」ど U、うの仕，

所有権の単なる移動ではなく，大規模な水平IJ工手tr

が公社化への車接的契機となった事実力2象徴する

よろに， あらゆる積極的な襲索を動良して自然改

造を行ない，生産力の社会的再繍成を実現するこ

とであった。この意味で，毛沢東は決して「生産

力ぬきの生産関係主義j者ではなかった。

ここで生産力・生産関係について一般的な考察

を加える用管はたいが， さしあたり次の点だけは

指摘しておかねばならない。

第 1は， いわゆる唯物史観の公式についてであ

る。マルクスは『経済挙批判』の序文で次のよう

に述べている。「社会の物質的生産語力ほ，その発

展がある段階にたつすると，いままでそれがその

なかで動いてきた既存の生産諸関係， あるいはそ

の法的表現にすぎない所有諸関係と矛盾するよう

になる。これらの諸関係は，生産諸カの発展形態

からその桓措へと一変する。 このとき十士会革命の

時期がはじまるのであるj(ill7¥ 

中国革命たり， 中国における主主業の集団化を，

この公式で臨接説明することが広く行なわれてい

るが，これはニ重の意味で誤っている。鶏を割く

に牛刀を用いることはできない。牛万によっては

鶏を料理できなヤだけではなく， 牛刀の使い方自

身をも理解してヤない， とし、う意味で二重の誤り

なのである。との会式は「『辻会革命の時期』のよ

うに特定の生産関係から他の特定の生産関係への

変革のような，麗史的に特殊な個別性をもって展

開される過程を直ちに解明するものとしてj位18)

あるのでlまたい。 この公式の誤解の論理的帰結は

中国革命の全否定であり，ひいてはアゾア・アフ

リカ・ラテンアメリカにおける革命の全否定に陥

らざるをえないであろう。

ラ6

第2はマルクスの協業・分業輸とスミスの分業

論との差異についてである。マルクスは協業（＝多

数の分散し，キH互に独立してかる個別的労仰β盈程を，

つの結合された法会的労働過程に転化するとと，単純な

協幾のみならず分業に基づく協業を含む）を一面では，

労働過種にかかわる技術的ないしは労働組織的な

意味での生産方法の発民としてとらえ，他面では，

それによる生産力の増進を資本は自らの生産力と

して包摂することを明雄に目別して論じている。

つまり，協業から生まれる生産力は，労働の社会

的生産力または社会的労働の生産力であり，それ

は資本の生産力として現われるのである惜19）。

一方スミスはいう。 「分業の結果として， 同一

人数の人々がなしうる仕事の最がこのように大増

加するのは，さつの異なる事情，すなわち第liこ，

あらゆる個々の職人の技巧の増進，第2に， ある

種の仕事からもう一つの仕事へ移るばあいふつう

には失われる時閣の節約， そして最後じ，労働を

促進し， また短縮し，しかも 1入で多人数の仕：事

をなしうるよう tこするところの， 多数の機械の発

明，に由来するのである」批20）。

マルクスをスミスから区別する決定的な相違点

が「生産関係視点」にあることはいうまでもない

が，生産力の概念白体も異なっている。スミスに

おヤては f各個人は自分自身の特別の部門tこつい

てかっそうの存門家になり， それによって全体と

していっそう多くの仕事がなしとげられる」位2り

というように「全体」の生産力はいくつかの「特別

の部門」の生産力のいわば単純な総和にすぎなか

った。だが，分業による生産力の上昇は， 単純誌

和以上のものである。マルクスは協業の効果とし

て次の5点をあげている。（1）結合労働を必要とす

る作業が可能となる，（2）労働者の競争によって生

産力が増大する，（3）労働過程の分割によって，労



1968120059.TIF

働時間が節約主れる、（4)[¥lU,J.t.た期間l''lに・定の

成巣をあげねばならぬ作業（たとえば於物のメリ入れ）

に！よ：じうる，（5）労働の空間範囲を拡大 L, 1注視な

どカ：j:if能とたと：，( I :!cl_, この（刊をみたどけでも，協

業小「，＇： J-:.t,tlゐ 労働 のiL会的生産：）） または IH

会的労｛勤し＇ Jノbi/UJI が、 作if¥＼ドlj(7)F主昨 ）jV) lji_わlit与

総和J:.U：（ノJ1,のであるてど品‘叫んかで，わろう U

と三ろで；1J少奇「＇J> I生産力，iおiに対し ζ， [; 

沢東の見解は一般に！生産関係の強誠あるし、は示．

視 iとしごHJ!解主；／tてし、るがヲ これはlllfにも述べ

たように：洪りであろう。｜向.i雪u,HE占：／（

と i：生産「付（系； υ)I,、ず,tl企強i必する／〉邑， といず’た

観j日う、i二ある（.IJでlthく， 生！序：ブJ悦土／士の 4）υ）カA十I ！ 

j主し、C＇.・、るとみる J こさ、でタ｝ろ心。

この点をたとえば去来にはJL ・cみると次山、二 E

くである。 中lliの民業集i耳化It：京阪（！＇Jlト拾え，〈い

ら集体的大K:ht・ .（／）転換 li F よ）バ『［比較的大i見

慌た土地l而偵をがし イザJk~’乏常j L、 r!i. i：丘Fl!:υ＞iド

力ラ J土術；4く準そぴ）（也にLよ；しる分；f, ！，弘主 を行f(. 

L、、 ｜ら守（動；t；稲H

｛じ｜ 企尿：1：日寸一イ与《’しIJ 亡ふ lよ三G fl：物（.＇JJ盛ii也i盛／1,

f1物分布iと的f'I'・防111形態♂ノ改：h,', 肥料J）増i没，

M，樋の改良1（と， L、ずれも分業に上と〉協業をJJ;(l¥lJ

とする労｛動耐fljljによってはじめて11¥1）（こ交正見しう

るものである」（：： 2:1; 0 

投業集団化による労働力編成のf;-{1！的展開tん

それ自体， 新たな生i!f.7］を生むが句こ ).L.による生

産力の増大（土生産力の増大左してのみ豆、義がある

のではなL、集団化，社会主義的改造は i貧民，

下層中長をq1校としと推進さ jl-, しだし、に大規模

経営に発展しJ，三こで「良業生産発展の主体の交

f'f J (ti 21)カ弘行なわれつ〆3あったことが五裂であろ

）。

生産手段の私有制の廃来は社会:i二J主建設にとっ

ての第一歩であるにすさ、ない。より重要であり，

1荷主主なのは社会主義建設におし、て、 その労働・生

産i品f'1l白｛本を社会主義的に組織してし、くことであ

るc 労働j・生産過程における人と人との関係，特

に指導と被指導と ω関係が支配・被支配，抑正・

被Nllfのi基H系に転化することを防くためには， J飲

j丘した経済的， fl：会的平等化がたえず追求されな

ければならな L、か， このような平等化は， 14tなる

均分化によって達成されるものではなく，集団化

τ社会化によソてのみ保証される。

以上に述べたような，農業の集団｛ヒ＝社会化に

よっ℃生皮力増大をはかろうとする見解 し、う

までもなくこれこそ毛沢東山発想どかー を，

I t.1主力論li二対して， かりに；託会的労働の生

産 ）） I i治と 1'1'J』fておとう。 lJ-:_i)子力隊念：をめくる

一て.) ，｝）理解は次山＇.； ；，＼で／材、主する。 出ltこ、 llJ; 

lf )jぷHI i二~） L、け上， 社会主義はす Ciこ成立し

た J どして， 字実上， ［生産関係ぬきの生産力 i

，，命と，F仁｝てし、るの，.二対し， i社会的労働の生産力！

識にJ;v、どは，労働組織のあり方がたえず反省さ

れ心ことにかけ、生産関係祝点が欠如することは

めりょん：L，、。；fi2に， i’jlj者の場・f,-,i'士会全体の生

産）Jトt，各部分の単純な総和にすぎない以上，個

別的に生産力の上昇が追求されるほかなヤのに対

し（アダム・スミス的生産力論！〉，後：吉におL、ては，

社会化を通じて単純総和以上の新たな生産力が追

求されることになる。し、U、かえれば，前者の場合，

既存の生産力構造，再生産構造を｜前提とした生産

力が追求されるのに対し，後者は生産力構造自体；

を変革する方向での生産力増大が追求されるわけ

である。

主C，生産力の概念を，その概念から導かれる

生産力J広大の方向を， 中国の具体的な現実のなか

で以！このようにとらえてし、た毛沢東にとって， 大

ラ7
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らはよ人公となっ CL、る。中華人民共和p~の 960

U、万平方二ヰロメート／レの土地に住む勤労人民は，

大l//ili立佳品とは

一瓦でいえば以l‘（／）毛沢東理論の社会的尖践｛ヒに

はかな九ない（モ沢東のこと，f引、えは，「t1怜

躍］！ とはいつ t~ ，，イ；，jであ J Jたか。

ま，ほんとうにこの士地を支配し始めたのであるi

この感動的弘文章の店ilのとこ

-~＿，こ’＇＇；＂＿トーに貧窮，

iこJl l-, ft, 

じれ束1JA1lt~v）現実を

耳0二：i’IJ と特i放－ ,f f、

（［町村q,4 JJ) ¥ ド

ノ》上、‘

二のり、lttで，

f Iニミ｝二J主主主

質J _I I 忠足句、，，frfr---J（叫を｜併である），

決 L C -II寺川忠L、子〕ざたど Cいんじ

い立山県本l下Jlp&fflド勺 fl体／tzJ)J引liiでふマ、1- Eltこと1'1 I I. 1’！） 、ー、

,, ) i'古和11が｛1芸 実際仁はよいこ左であ.. -. ;-, :/f ＇，、二とのようどか，日l；ぅ〉｜下Jit: l:JV.c；：上一I{寺山J,に、

変革し上うとおもい，行助金ら。 it院であjl-｝工ラ11: ~ Au＞、：Fd, cl）て：t !i ;i，＇ 〆 ＇！~－－＞
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ブ口レタリア民主主義の精神であろう。

精神にょっと貴かれる運動であればこそ，

E沢東tt j、
日課y隼のさなかに次のように，＇｝ I,,、fこ。

:'i ！ご以前のような奴隷

主観的能動ti：己イ在押されるのである。

／ 。成っ Ci土い与し、。 {/1主

「中函の勤労人民には，

の姿が伐っているよころうか。
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Ⅳ　大躍進の挫折と調整政策の方向

1968120061.TIF

('I＇二6) I堆肥（各H:，，肥料ノt;', L, J, i，に土犯や

山肥）を約3100億坦（］辻I＝己0'i'" ;,: 7ム） fFり，＇i'

J'.J Iムーあたり 1万 8000げ （1 i二以）（）グラム〉を施

肥むきるようになった。－.：：.itは堆ijl".づ〈りの成絞のよ

かった1956年にltべても 3倍以上にたらj。同上， 38ベ

ー一・二〆。

(I主7〕 r1958 '4' 1～4 JJに，令嗣で 2億 900077ム

ー余にわたって iftcJ,/tfニ。こ HU過J,8千lr,n' 
転、m積の 1自可A 半にあた J,,J，乃［， '.l'I ，一ジo

「；lミ8) 「数千万力H'＇ソジt ¥ JシtI改良義久や＇ fc

淀川化農R，揚水用J~ ， J；企ぷJIJJ' ' ,'."1 ,, E物加工m兵な

，，：什っくり，これによ＇ －：： 払［守本＇，／安企 f;!'J均なT-'1;-j動

',;j!：ふ態を改めはじめて f; eヘ,¥'.i,f,)J'l 1(1liJ奔しく高ま

っている」。 ftiJ上， 39ページ。

( lt 9）向上， 24～25ぺ m叩 ν。

(ltlO) H I:, 5:lページo

（注11) ,1, r刊のれ 1次日カヰ；f・iffliでは総投資J，うち

！才、への配分が 45.5'7/ハ吟業へり円i：分が 7.6%，工業

J吹資のうち張工業への門店’げ 85%、市仁業への配分が

15%であった。岡松：，＇ 1＇，波 γ（ 二I'., 11、11-J-・9l共表 f社

会主義経済論』（筑摩 ,I;；！）、 l'ifi8;1¥, Bfiベ ジのJIJ

「I! 'Jl論文。

(/l 12) 『北京 li報』 1967＃＇・ 4Jj 7 11社論「打倒反

動的“思！｜服工具”論」（r人民｜守報』， Hlfi71f'-4 J J 10 11 Iて

恥i戦きれ t:j，ぴ）に上之j〕υ

ではな I，、 l：考えている。これはJr;,1ULrr111H物論の見解

でlt ~( ＼ご， t議械的唯物論の見解である。 t・ l.かに，

'I j主力，実践，経済的土台は， 絞 iめには七弘Lな，決

定的な作用をするものとしてあらわれるのであって，

この点を認めないものは唯物論者ではなL、。しかし，

／｜。雌関係， J'P-論， I：部構造といったこれらの側面も，

づ：ii:'.J）条件u)i，止では，車I、じて，主要伝，決定的な作

HIを寸るも仰としてあらわれるのであって， ,: ell/,( I, 

I ,, it，.；， アiければならない。’Iv（関係が＇｛ U ＂＇なけれ

’l Pr )J Ii発展できないという場「7、 1Ui'.＇関係を変

:~ fが，主要な，決定的行（＇ 1/fj六わこ 11 or E沢

市町fl;:iLJ, 149ベージ）。

11 r>r: JJ, t「♂般的には主要／j ' 1！，うi'J't'Jtc f’； It！をするj

が，生産関係も「一定の条件のもとでけ，中v；仁て主要

な決定（l',JtJ fr附をする」と？、うのが， 日以東川『イず）行

総』段1併で ν ）論I唱であり，市命（＝＇！：.派閥 ic,\';J ， ~;j,1)

け）論J'flであっ f：。 「人民11すf郡山」rlr'i"-…＂Jにj) t、二 I,

t岸本（1りにはこの諭J'!!ーが.-11（しザい 7,,f,'., 品川内ii'.は上

ぜ）り点、に F 〉ているといって iけ、

(I Ifい ,¥';j橋満， d有掲論文υ

I j ]'7) 7 ノしグス， j!¥fl!, 涼1(',, た111, .111111主沢『終

,,'r ・ t w nu O＼波斉！九 1956;1入 u、ー

1 /U8) 小野弘政『経済学力法繍』 〔東大HI~,i 会，

19f>'.l1J",), 109・、ージ。

(/1:19) 7 ルクス『資本諭』， Ul1 tr, i:i1I 1～l：：：草参

H円（注13〕 1958{f. J〕年度；diiliiはお月初工業 8～10%WI, J', 

是主業4.8%土門と規定されていた（『人民 ll報J], 1957年 9

JI 7日社説）。ところが出：1:! )) : . , l 1ii：半lt工業14.6%

jぺ 農業6.1%増に引＆！け，－ l l，ミパこ 3月；こ1.1,

工業33%増と予定されノ： I J[' ・: ，＇コ tノここの年の車1-l鋼

パ，，七産計画日標は， 19,:>8if ：：：月：：： ; (i'.!O Jjトンと子定

されていたものが， 5月には800～850万 1ン， 8JJに

は1070万トンと， うなき’のぼりにつI'I-j二げられた。青ii

掲山内論文， 138ベージ。

（注14) 毛沢東「人民内部の矛附・岨・・」（『モ沢東表

作選』， 626ベージ〕。

( j l二15) 毛沢東は『 .｛－>i'¥ ~｛，』（ 19:l7'cj 8 Jj）におL、て

］），次のように述ベて iJ 。 「→iW,ゾ1矛盾はそうでは

/(I，＇と考えている人がいら。 1~ i・ えは，生産力と生産

｜均七iミとの矛盾では，生l'f')Jj;,J; •J;i ',I，＇】であり，理論

と＇J：践との矛盾では実t＇：＇：；カ｝於勺 ！' ＇.＇、であり，経済的

土台と上部構造との矛脂では，経済的土台が主要なも

のであって，それらの地位は，相互に転化しあうもの

｛〆•1t20〕 アダム・スミス，大内，松川w＜『諸国』誌の

,,U ( J （ィ【；i主書店， 1959年）， 105 , 山

I/) 2]) ]1tlJ:, l.J.lベージ。

｛’ J 122) 7 ノレクス『資本論』，ぎ＼ l ｛主， i:j'OJ E与し参照。

( {12'.1! 山本秀夫『中間際業技体；体系v;）｝＇.＼ 開』〔ア

ジア続的研究所， 1965年〕， 174～175・<・ン。

Cl主24) 同上， 179ベージ。

（注25〕 安藤彦太郎編『プロレタリア文化大革命』

（大安， 1967｛「〕の藤村俊郎論文。

（注26) 山内一男，前掲論文， 156ページ。

( il27) fある協同組合を紹介すらJ （『巳沢東著作

活，！， 705ページ）。

IV 大韓進の挫折と調整政策の方向

大躍進が挫折し経済困難に陥った事情につい

て，周思来は 1964年12月次のように語った。
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「数年前， わが同の悶民経済は大きな発艇をと

げたが，かなりきびしi,，困難にも見舞土小た， 1959 

年から 1961年まで， 3年続けざまにひとい白黙災

害が起こり， 悶民経済全般の発展に大きな困難を

もた九しfとわれわれの究際の仕事：のなかlアもL、

くらかか欠点ι：J誤りが’l.t.ilた。その＇）三、 1960

年， フルン〆 ，：f-'lブは突然J'dr内的に i，数百の協定と

契約を破棄し， ソ連の専門家を呼び返し， 通主要設

備の供品f;'i' 1LY1て， わ万ミいWJK；経済発展山、＇ j初の

計画にひど L、出乱をもた人し われわれ v>I必難を

いっそう大きくした Icn1l。

周思来はここで，（1I ；；年続きの自然災容，（2）実

際の仕事υ：f川、での欠｝，＼人：，，i,,) , (3）ソ述J，争点済技

術援助（／） 打切い，の；l／：、を指摘してし、ゐ， このう

むI1), (2）に J 山、ては19HJ主Iー＇9月の中i五｜共産党第付

期中央委員会第 10副全体会識のコミ 1 ニJrていJーで

に指摘さ山ぃ、た。（3):.t 11' ＇／議争がこ r.・;, 'J L 干シ

河ンするなカ‘c明らかにされ， 19刷年末にな〆「ご

経済困難の瑚！耐の・つに数えれれたけ

三れfパ） Jの理由丹 ’.！1 "iLし、功、んら i勺てイ

トを占比二＇.＇るのか， t t~ ミれらがた／川、にどう

関係しているのかについてはここでは触れない。

大躍進の論理だけを検討すぎのが本稿の線題で

あるから、！21についてのみJifJ,i、Iを加え心こどにす

る。

大躍進のなかで生まれた「欠点と誤り」につい

て，周恩来は1959年 8月次のように述べでいる。

［われわれは 1959年の国民経済計画をfr成し遂

行する過程で， 大躍進の高まりのなかで，かって

いくらかの欠点と誤りを生んだが， それは主とし

て，生産指標をやや高めに決めたこと，，院本建設の

まぐちをやや広げすぎたこと，労働者職日をやや

ふやしすぎたことなどのために，労働力の配分，

物資の分自己， 資金の使用，製品の質の向上といっ

60 

た簡にいくつかの間題が生じ， これによって国民

経済のごく一部にややくいちがいを生みだしたJ互

にある。それは，われわれのiHI削工作機関と経済

工作機関が国民経済の大躍進という状況のもとに

おL、ては， まだ総合的な均衡をたもたせる了j学に

iて！ といなし、三どを，1＇；してい石 j〔tl:2〕。

）品忠来の指摘するように，結果的には労働力，

物資，資企の配分を誤ったということになるので

あんう。 もう少し只体的にいえば，一方で基本建

次企拡大しすぎ， 他方農村でi：業金建設する運動

がfiき過ぎたため，農業労働力の不足をもたらし，

操業生産の減退を招いた。工業・農業聞のアンパ

ャ： えのl王かi二各部門間や部門11'1t¥ilのアンメラン

スイ，q；じfこ（ii3）。

問題はとの経済附難の実態である。ここで実態

kいうのは，物的生産面だけではなく，大衆の管

,1,utJ) ，（；，り方を t:tめての実態、である広， それを解

明す4ふためには， 資料がきわめて不足してヤる。

士、てでは限られた資料をも左に政策当局者の判断

乞うふカ1うH丹、／1＼、

I 'Hi I年三 J1n ,4, Jl_:LI，央委員会第 9回総会を機に

一連の調整政策が提起され始めた。これは後に次

のようにまとめられた。

[ fミ業を基｛誌と L工業を導き手とする国民経済

び）総）j針を一地主すすめて貫徹遂行し， 国民経済全

体を自力更生の基礎のうえに樹立するという要求

に従って，各方面の工作を立派にやりとげ，国民

経済のさらに進んだ全面的好転をかちとるよう努

力しなくてはならない」〈注4）。

大躍進期の「両足で歩くJ方針は，ここで「農

主基礎，工業主i算」の方針に切り換えられた。こ

の新しい方針i:t' まず何よりも農業生産の回復に

全力を集中しようとするものであり， この限りで

誰もが承認せざるをえない方針であったに違いな



U、。

問題はとの新しい方針自体ではなく， この方針

転換を必然ならしめた状況とその原因の評価にあ

った。

「3分が天災で， 7分が人災だ」 (1961年5月〕（注目

「農民はこの数年間，集団経済から利益をうけな

かったJ(1962年7月）世U，「資本主義の氾濫を恐

れる必要はないj，「自由市場はとれかちもやって

いくべきだJ(1961年10月） (lt7)，「工業では十分に

後退しなければならず，農業でも“恒産到戸”や単

独経営を含むとごろまで，十分に後退しなければ

ならない］(1962年6月〉（性的Fーーとれらの発言はい

ずれも「生産カ論l批判論文から拾ったものであ

る。断片的な発言だけからかれらの状況露識を判

断することは慎しまねばならないとしても， これ

らの発言を前に検討した「生産力論jの論理に照

らせぽ，一定の位置づけを与えるとどができ，か

れらの調整政策の方向も浮かび上がってくる。

「生産力論l者が， 「両足で歩くJ方針を第1次

5カ年計画の「重工業，中央工業，大型工業優先j

政策の補完物としてのみ（その克服ではなく）とら

えていたにすぎないことはすでに記した。したが

って，「両足で歩く j方針の後退は：事実上第1次5

カ年計画路線への復帰でしかるりえない。むろん，

全く同じ政策にもどるという意味ではなく， その

基本的な考え方においてである位9)0 

調整期における「生産力論j者および色沢東思

想、の政策の基調は次のように特徴づけることがで

きょう。

(1) まず農業の集団化について。

合作化およびその発展形態としての人民公社化

は，前にも述べたように土地改革だけでは「食え

ない貧農，下層中差是jも食えるよろにするため，

自然改造を中心どした社会的生産力の編成を追求

するものであった。これは同時に生産力の主たる

担い手が貧農，下層中農に移行する過程でもあっ

た。人民公社化の一時的挫折は，この変革がきわ

めて困難であり，英雄的努力をもってしでもなお

かつ英雄的努力が要請されることを示したわけで

ある。この現実に対処する道はニつしかない。図

式的にいえば，一つは集団化路線＝貧農，下層中

農路線の貫徹であり，一つは富農路線への後退で

ある。「~－幹風J 「三自ー包」政策に象徴される

「生産力論」者の政策の本質は「富農路繰」の一

語に尽きる。つまり，社会化政策の後退によって

貧農，下層中農の犠牲において富農，上層中農を

中心に生産力の回復をはかる路線である。この富

農路線が生産力回復に一定の有効性をもっている

ことは疑いない。それは中国経済の現実が示した

とおりである。問題はこの場合の生産力の「内容」

であり，生産力回復の「限界」であろう。この生

産力は既存の生産力構造を前提としたという意味

で後向きであり， それだけに生産力の回復も限界

をもたざるをえない。つまり短期的な政策として

は一定の有効性をもつが，革命政権としてはこれ

を長期的にはとりえないはずである。 「増産がで

きさえすれば，単独経営でもかまわない。白ネコ

であろうと黒ネコであろうと， ネズミさえとれば

よいネコだ」（郡小平， 1962年）一一一この一言がかれ

らの政策を象徴するぼ10）。

ところで，毛沢東はこの挫折をどうとらえたで

あろうか。毛沢東はいう。

「人間は，社会的実践のなかで，さまざまな闘

争をすすめて，：豊富な経験をもつようになるが，

それには成功したものもあれば，失敗したものも

ある。全認識過程の第 1の段階（は〉客観的物質

から主観的精神への段階，存在から思想への段階

である。このときの精神，思想、（理論，政策，計画，
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：ち＇itをふくむ〕が，官観的外界の法民ljを正しく反映

しているカ‘どう品、は， まf二証明されてはおらず，

正しい方通どちカーはまだ確定することができなし、。

そのあど， さらに認識過程の第2の段府， ずなわ

ち，精神から物質 J＼の段階、思想かん存在への段

階があるのつ玄 I)' 第 1段階で；！？た認f議会社会的

実践のふかにιちごみ、それらの理論，政策， H十

｜州、 方法などが予想どおりの成功？をおさめること

ができるかどうカ〉を見るのである。 ・Jtt的にいえ

ば、成功Lたものが｝l-:Lく噌 失敗しにものはまん

がっており、 人:JJ｛の向然界にたし、 1－る関令ではと

くにそうで｛ふる勺社会における闘争でit先進的附

級を代去する勢力1）入 ときには・rmの失敗をなめ

る三ともあ石が、 これは思想、が正 L＜な 1；、からで

はなし闘争における力関係のili1で先進的勢力の

かが， まだしば九くのあL、／二反動勢力の；］jにおよ

ばふいため， 一時失敗するのであるn どか、その

あといっ点、lI必ず！iY.功！るだろう iしパn..

二こで毛沢東の哲学を検討する必要はた十。わ

れわれは三の文章を主しあたり，毛沢東のイ重の

I 巨I己批判」としてj’店んでおけば足りるc つまり，

大躍進の作折は， 一つは認識の不十分さのためで

ふり、一つは闘争における力関係、の問題だという

のあるつ こりした判断をもとに毛沢東／，りの調整

政策作1j卜条）を提起したわけである（たとえば民

主集団化につL、口、えば唱 挫折にもかh寸〉人ず，

貧：主， ド！再中長路線の貫徹以外に中川における礼

会主義建設のi五はありえたい、といろのがら沢東の

半IJI析であり‘その根拠をわれわれは十で仁•＋11:q11\

命1'1I本の iなカ Iに見Ii＼してきたのであよ3り：；1業のガ：

卜]j｛七政策合めぐる対立は調整期におL、て品大の問

題であったに違ャない。

これは中同経済に占める tミ業の比if£か「〉存易に

推測しうるところである。しかし， 対--fr:i上i手iこJl¥;:
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業にどどま「》なレ。社会主義的工業化のi町民，中

国経済におけら工業の主導的役割を顧みるとき，

工主建設の方向も法業に劣 （，ず重要なことはいう

まごもなL、。ここでは、 1,t,j {fの争点が明瞭に浮彫

りにされてL、る例として企業管理政策iこっし、てみ

一一 、 > 1:. JSこっ。

(2) 工業における企業管理政策に J 山、て。

E沢東は 1960｛ι大躍進のなかで先進的企業が

っくり IiiLた企業管理の経験を向ら総括し，「鞍111

鉄構：；＇；：，口！の憲法iを作った。その内容は，（l）政治

に kる統不を咳持するとと，（2）党の指導を強化す

るこど，（3）大衆運動を大L、に展開すること，（4）両

参・ー改・三結f,-(i再参とは指導的幹部が労働に参加i

L, JH動計がw理に参加すると L －改とは適ftしなく

な，た周知jを改めること，三結合左は指j身的幹部，労働

-r,, Jt術者の：q，－が結子－；－するとと＼ (5）技術革命をさ

かんに行なうこと、の 5原則である。この「憲法i

Ltゾ述で行えわれている企業長単独責任信lje]UIHO-

H3'l,l.~HC 〔中同訂hik'.では「一長信ljJ）の克服をねらっ

たところに基本的な意義がある。

ソ連式の「＼長信ljJ はいうまでもなく第 1次5

カ年Jl・u当期にソ連による工業援助とともに導入さ

れたものである。ソ連では企業長と（労働脊）工場委

三会左党細胞の合議によるいわゆるトロイカ）j

式は、 1929年以降企業長単独責任市！として定着し

たの同様な問題は中間でも生じ， テクノクラート

の側からは党を「素人JEみなし，企業管理から

党の指導を排除する動きが起こり，一方党内にお

ャーとも党委員会制が空洞化L' 持記の「一長信IJJ

が強化さhlこη1956年の党大会で打ち出された「党

委民会の集団指導下における工場長責任制Jは企

業内における 2元的指導の衝突を解決するための

ものであった。しかし，大躍進のなかで行なわれ

た技術革新運動の一時的失敗， ソ連技術者ij＼揚げ
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n,1.G:t上究発符l竺そ！と》，（：i)-ft作t-1:> ,: ，，，ハ長依もHs'::_t.:

）〔的Ji；；，立であら，（1）’j、早］企業二平畏氏rη1刀す:tムf!J('i.1:

i¥'iU'.--:,: もつ Fあ ＇j, kWぞU）積梅Jtr.・発J同i大喧ら。

1: ）：えば安官r，千？でU, 19571！＇冬か i, 1958年春主でJ)

'J'!i'-J{i',・fr, _J: ,_ I C,';lt葉台「Fff:voj',,):'ff，特にt'U(

'1iH1JlW U<:tt I. ず JO億土.Tr｛ιぢメートノレ（川 L'lもや

作成 I. ／二、とて Fうご過去 I• 8 fFRilでLt，同が［（（：iを1・r

！ご！，政府カ 14V音5000万元投資！？，わずかL伊 lfi傍：

上・；千lft: )j J、 トル什［$！か達成できなかった（以

上，主成f品；『Iドヰt人JI'.jt府l国農業税史稿』 γLら。 Ill

村？工夫;ii（『j覧f巳，1, 1f! ，＿，，農業税制度ムアジアff,済研究

所， 19fi81ドヲ22t～224之、ジ）。苧戊瑞l.t大衆i川税事lilt

介 ）：＇fノiJ が H会七義 n• ，，せを i ') 1（め！， かと l、う務庁jt; 

I,，.＇）！こしこと＇，え「いろが， より后；変ーなのは k:司｛がm
?lに l'/1,(l'J；’参加lJ るか空うかであ 7、こと：土すでにく

•J ,U I知情 i(: 0 ドJi(f品ιYノ問題は，いちJ：ぺ j；くと iノ

γ，ここ ζ同：要なし’）は，生ViUJ視点だけ合某準と L/: 

場{'i，中央計画か地方分権か，商品経済か，といった

形式的倒的！と［カ！問題たと心え i',,/t仁社会主義♂ノ

「fiJの問題は不明そ t[ ，・，ざる合えなL、ことである。

二う［で，地力分続fヒが陛抗するや， A 方では中央計

＇＂＇＇り明 dヒへと 7上り，他方無原則的乍口 rhft: （三向ー包，

lfl. ，）平成， ~q ゾ、 n1rr ）とな乙。＇［，，，j-IIは必ず！も矛店I0 

i, ，＇）て l.t 1, ¥,, 、。 一宇土L-1j1:'J!: ttf在「i'J~I一向ij ，／）欠点失補うも

'-) I. I_ -c il’fi，日経済があ！）ムムれるが， これはrrn解決に

はI;(, i cい。！日！11£はrt：：央集情的日柄 A 般にあらりでは

な〈：，そっ iあり 11J ，.＂あるのである。

(LUI'l 「人〆－＇][' I. ＂、｝g,;fl,¥は竺こから来るかJ（『毛沢

東 iv1乍巡』， 708ペジ〉。

11u2・1 111m鹿児「工業化り＇（，(,,i 社会主義工業

化に B；けと｝文化大不命J乃意味J（『展'Jl』， 1968今日丹

地／fi•T ・持友 l J建設にずじ＇＂ r -J～＼ j了CJ)iうえであ心。 号）。
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（注13〕， L注14) 冶金都機関無産階級官事命派大連合

委員会「『鞍鎮憲法』是亦好社会主義企業的偉大綱領J

（『光明 IH報』， 1968年 6月 7fl）。

（注15) 『文漉報』線開部， 『解放 ll報』転結部，

『支部生活』編和郎「阿条板本対立的経済建設路綜J,

（『人民日報』， 1967年8月25円。邦訳『北 Jll局報』，

1967年37号）o

V 「過渡期階級闘争理論」の問題点

富農路線の帰結について多くを語る必要はない

であろう。ことでは「当面している農村工作のな

かの若干の問題についての中共中央の決定｜（いわ

ゆる「前十条I,1963年5月）の指摘する諸問題を掲

げるにとどめておく。

( 1）覆えされた搾取階級としての地主・富良は，

つねに権力復活を企て，機会をうかがっては反攻

に転じようとし， 階級的報復をすすめ，貧農・中

農に打撃を与えている。

(2）覆えされた地主・富農分子は，あらゆる手段

を講じて幹部を腐敗させ，指導権を奪っている。

一部の人民公社では， 生産隊の指導権が実際上か

れらの手中に陥っている。その他機関の一部の環

にも，かれらの代理人がいる。

(3）一部の地方では，地主・富農分子が封建的な

同族支配体系復活の活動を行ない，反革命宜伝を

行ない，反革命組織を発展させている。

(4）地主・富農分子と反革命分子は宗教と反動的

な宗教団体を利用し，大衆を欺き，悪諌な活動を

進めている。

(5）反動分子のさまざまな破壊活動，たとえば公

共財産の破壊，情報の盗み聞き，はなはだしいの

は殺人放火までが多くのととろでみられている。

(6）商業では投機，闇取引の活動がひじように激

しく，一部の地方では，そうした活動がひじよう

にはびこっている。

(7）麗農の搾取，高利貸，土地売買などの現象も

発生している。

(8）社会には，一部の旧ブルジョア分子が投機－

[lfJ取引を続けている。ほかに，なお新しいブルジ

ョア分子が投機や搾取によって大金もうけをして

いる。

(9）機関のなかにも，また集団経済のなかにも，

たくさんの汚職，窃盗分子，投機，闇取引変質分

子が現われ，地主富農分子と結託して，悪いこと

をしている。これらの分子は，新しいブルジョア

分子の一部をなしているか， あるいはかれらの同

盟寮となっている位1）。

「人民内部の矛盾を正しく処理する問題につい

て」のなかで初めて登場した毛沢東の発想は，調

整期のなかで「過渡期階級闘争の理論Jとして総

括され， 文化大革命の指導理論だとされるに至っ

ている。だが，「階級闘争Jという形での総括には

重大な問題が含まれている。

まず「階級闘争論」の内容をみておこう。たと

えばγ 中共第10田中央委員会総会のコミュニケは

いう。

「プロレタリア革命とプロレタリア独裁の歴史

的期間全体にわたって，資本主義から共産主義へ

の過渡期全体にわたって（この期間は数十年あるい

はもっと多くの時間を必要とする〕，プロレタリア階

級とブルジョア階級との聞の階級闘争，社会主義

と資本主義のこつの道の闘争が存在している。覆

えされた反動支配階級は滅亡に甘んぜず， つねに

復活をたくらむものである。それと同時に，社会

にはブルジョア階級の影響と旧社会の慣習のカが

なお存在し，一部の小生産者の自然発生的な資本

主義的傾向が存在する。このため人民のなかには，

社会主義的改造を受けていない一部の者がまだあ

り，人数は少なく，人口の数ノf－セントを占める

6ラ
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に過ぎないがフ いコたん協会があれば， n：会主義

の；nを離れ， 資本主義のi立をj歩もうとする。 ～ーソ

Lた状況のもとでは、 階級闘争it避けるととがで

三シ井下？、
ιご rムイ。 これはマルケス・レーニン主義が早〈カ‘

九明らかにしてい石歴史の法則であって， わ*1;!)

れはどんなこどがあっても忘れてはならない。

うした階級闘争は誼殺で入り組んだ， 践がりくね

った，時には激Lく時には穏やかな，そして場台に

、f
」よってはきわめて激烈にさえたるものであるc

うした階級闘争は党内に反映してこなL、わけには

L、ノう冶ft_，， 、c l五i 外の帝国主義（川J~力と！＋~内のヅルジ

ョf階級の影響の（｛在が， 党内に修正主誌が生ま

れる？士会的根源で、ある。 同内外の敵と関争を行な

うとともに、 ;j ）れわれは党内の3主5まな 1::1干[l見

主義の思想傾向を随時詐戒し， 断間として反対L

たくてはならな」、」 ι2）。

I 過渡期階級闘争の理論jの致命的な欠陥(J,

ブrレジョア「上会の本来つれ、L、かえればマノLケスカ1

規定した立味での〕階級闘争という概念を過渡期ま

でN：大する＝とによって， 本来の；立I｝長での階級関

どltの概念をあいまいなれしめ， その結果，過渡期

特有の匝史的意味をも正しく理解できたくさせら

ことである乙 過渡期の中1司におL、て：I ミュニケの

指摘するよう江事主（Illノルジョア階級が街吊をたく

らむとと， rn ＇ノレジョア階級の Wt手力＇11-P 日、ること，

｜円社会のm：刊のカボhお存たすること、 件：mの Jj、~-E戸F1: 

l三円然発生的た資本j主主的傾向が存Yrするごと）が存在

する三とは明九カ込である。 これはi品i定期一般に共

通する問題でもあろろ。 Lかし‘ とれらの事実を

根拠に過渡期にも階級闘争が存続するとする主張

は不当な一般化であるといわなくてはならなし、。

ごく簡単にいえば， 過渡期の最大の問題は， 人

民の握った権力によって L、かなる方向に向かつて

政策を展開してい〈か，

66 

--c-ある。 本稿の冒頭 c-t 

指摘したように， f社会主義か資本主義かjではな

むしろ［社会主義に対する修正主義jの問題
ノ

、’

であろう υ より｝主体的にいえば， 人民がその権力

うクノクラートなり，五合一部の特権官｛奈なり，

!lミに奪わがJ る危険性三そ最‘も重大である。 中国が

調薬用に才jl唱、て直面iしたのもとの危険性にである

（むろん， k本命 資本主義の復活が全くありえない，な

どと T‘張するのではない。皮革命とそプロレクリア独裁

の対象であるコわれわれがここで，反革命と修正主義士

企反日ljして論じようと Lているのは，たとえ1－生内；））論j

者一むあ－，tことしても反革命は許3なかったはずfニと考え

るか「pにほかならない）。

l鴻整期のな/J，で生支jlた状況に対L(, q, Jtt!t 

Jjと；土， 支ず i社会主義教育運動j をMf井iL, こ；！t

がやがて文化大革命に進展したことは周知のEお

りである。 これらの11.大な大衆運動の本Y廷をけ昆

j定期階級闘争！ と！て絵、t壬するのが，~n で」りると

すjlf王、 われわれ日εの本質をどのように理解す

Jくき 7((l）品、。

われわれはこの運動を［プロレダリア民主主義！

の追求として総括すべきであるとご考える。
-,... .,.... ----r:, 
、ー、ーに

プロレゲワア民主主義どし、うのは， ブルジゴアlt

主主義の止揚である。つまり， ゾルジョアu会が

形式的平等（たとえば法の前の平等）のうちに階級

関係を隠蔽し， 実質において搾取を実現すー之3のに

対 L,

経済的，

これを克服するものとしての社会主義は，

実質的平等の追求を通じて階級関係を出

市色［ていくのである。 大肝心色 文化大革命を貫く

大衆路線とレう名の運動形態， その運動の基軸と

なっている平等化への志向一一一これこそがプロレ

ダリア民主主義であり， 権力を人民の手から離さ

ないための唯一の保証である。 社会主義建設をし

ご社会主義建設たらしめる本質的：要件は， 、アロ Lノ

'; ：；ア民主主義が jQ:,1とされてし、るかどうかであ，》
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とそれ以外にはない。くり返していえば， 大躍進

な iJ、 文化大革命は， ア。ロレダリア民主主誌の追

ぷのー形態として μ平他iiht，ドければなじないので

あ〉ご， 7主さにそ〉いうものとして jll：界史的普通

性金主張しりるのである。

いが同でlt中、／論争との関連ーで中国における社

会主義建設の特殊性と普遍性とが従来し ばしば論

じi）れてきたっかつては「lwih!:で7長＜ I }J主J,tより，

「民業基礎，工業主導 1論， 「「i力更生 I；；命などが

普通りをもつものと主張され＇ It3）、 J市立では， jii/J

J度期階級闘争理論｜がも亡はやされている、どが，

1¥1 [i.Jにじけ ζ、政策的主張が直 t,i二千Vi!'t:J真理！であ

るのたんは， ト！会干｜学はそもそも無用であろう。

；と化大革命の現i立｜措く19心g{f］ο月）の，｛JIほするも

の それは、中目においては l生産力論jが理

論的にも実践的 CTI灯台的、：， i二｛〉出壊しつつある現

たごふる lパ 4,0 t沢東ii［＼が文化大革命に15L、て勝

手I］したどいう宅実l土司 ,t1 ［弓の人民が毛沢東思想、を

選んだとい勺三とにI::/pならなLベJげら毛沢東思

想、が実践のうえで勝利Lたことは疑L、ないが、 L

／，、し‘ 二;/li上’との理論fヒに問題点：残ると L、ろわれ

われの主張と矛盾；ーとらものではよιL、。理ふ｛じの不

卜分さ（それがまた実践に一定の混乱を与えているわ

けだが，それに／γいて触れる別立はたし、）を実践のう

えでは政治的処理に上ってカバーしてきたため，

品乱はさしあたって無視しうる科在のものにすぎ

な＇，＇，というのがわれわれの理解である。なお．

最後に次の点を告さとめておかねばならない。以

!: C, われわれはE沢東思想、に焦点をあてて叙述

を進めてきたが， 1:; i尺東思想どはう決して毛沢東

個人の思想、ではなく， 中国革命をおいpた中国人民

の思想にほかなら，＼ 1.、のであっご，まさに！数風

流人物還者今朝 l （毛沢東， iCl・tli:/iとに寸、j) たのであ

。。

「汁 1) 『社会L：＆教育運動重要資料集』（中1£1研究

所 11', 1967'!11JJ ), 22～23ベージ。

：じE1, iは社会にノL、どブノ士山 tうん現状認識は，わ

れわれに，1,!J;:j共産党.，＇） ソ連評4閉そ怨起きせる。 『人民

[J平民主『紅旗』編集rmrブj／ シチョブのエセ:Jti主主義

正 C.J•世界史（tヲ J主 ,JilJ (1964{! 7刀） iこjパ、て， 「ソjを

し•， y 人F＇的所布告IJ lη企業に巣／ろ各種各様J’Bプノレジョ

7分 （，｝）活動 J,rゴノレホーズに巣〈う各極各様η；qで

分 fc'）活動jがソ述，.！）新聞，雑，；;t方、人し，，引 fl]として18

HJ行主~1 うれている。 これ （＇ Jハ：事例ぞ hとにがj公！滑汚［町

u, f三11: ＇戸 l'Yd存変質分子が挺っている工場u，ずB

tーのうえでは社会~ti'it（灼企業でも，実際にはかれらが

れ’請けする fこめの資本主義的企業に変わっ－c!. tっ

く！、；〉。かれんと 2、，；｛政f'i':: v 関係も， ff取と被搾耳'J.,

列i/L正樹df!llInlxH系仁没、わっとしまったJ, 「（墜f存し

た）和三号荷方、；斥っているコノレホーズは，実際、には，か

れいり在、1lftl戸fに＇11'わって i主っとし、る。かれ九 lt社

会Ij¥i_(i内心 1fEll経済そfirI.ぃμ興経済に変えてしまっ

た。かjlんとコノレホーズ農民との関係も，抑圧と被抑

IJ, 1＇干If，正絞f平取力関係bて変わってしまっているj と

;,1sヘ引、ろ（『同際 Jt徒主義運動の総路線につL、C<!) 

,;,f，戦』，北京外文出版1[, 196511 , 480～488ベージ〉。

ご .~で， 1 ，ド／，＇＇）ソ 11': 認織の当否主論ずる用：むはない

か， j虫： ）〕d’
1 I), •11 ：国プ） ＇／述認識は，主主本 i't'l に•＋国自身の Ii 己認

l栽に1／，；てわ、寸－ 1、る点である。この怠味では， I,，わゆる

小ノ論争；.t<' l>ltii ,/) i1すとる〉中ソ論争であっ7：。，1，ソ

1/ij, A命令，・J;いて「生斥））請け表 h戦倒的lニソ；,nt.-cJI: 

i斗I1こ＇］干実 f；，かれ （， j'.Ll-•i,i;J ，／】同家来l]t.;;(i，・失うこ）：に

Ii ~~l .，反対 I-rいたかんである，と考えて jL、（最fをの

.＇.＇.（にず川、口九た lえば，金治潔 riu少奇批判のもつ

む味j，『中1,1研究月報,;I, 1968年日月号を参照、せ上〉。

(/l 2) 『紅旗』， 1962年19問。

(lt3) 「両足で歩ぐ j方鈴や「農業基礎，工業主

；芹j論（t，九L木i'l'Jにはマノレタス円再生産表式によって

jてに Vえtt i口、ろ原理内遮}[1＜！） 問題であり，士た

「白 ）J更生j“おは帝｝荷主義プy包問’，，1：じ 仁志も他しり

:<J→会主l~l11 とり経済協力b苦 L く制限されて L 、ら状況

＇＇と提起された政策なむつである。むろ λ，たか e，と

I_' z二これカ全ノ村殊中国的であるという，＿，，ではな

1、C t!.t界全f本山革命と iて展開・＇ 1 Lる化 （， (;f，スムー

ス，・処JT［＇＿し λろは fJl課題点、，現＇－／：＇.（（］ には「一［i'Jレベ

ノレ C／）解決j 与：強（l,ij:s j t山、乙のであり， この意味て
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は帝国主連監が存夜するなかでの社会主義建設としては

一定の者遍問主もっとし、って／， t叫、のであ九。

（注4) 「：［：閣におし、てはJというのは， 1crJl二「生

産力論」に；：！；＼；づくソ連社会主義を意議してゴ〉ことであ

る。スターリン批判にもかかわらず，ソ速はいまだに

生産力論を克服しているとはいえなし、。ソ連は「社会

主義か人共戸主義へJの過渡期とあり， 「資本主義か

ら社会主設へ」の過稜期にある：i：悶とはc)'(.＜よるという

議論（たとえば平田清明「社会主義と市民社会J，『世

界』， 1968年2月号〉は誤りであろう。ソ連もまた基本

的には社会主毅への過渡期にあると考えなければ，ソ

連社会J'j党主主納得的に説明しえないであろうの

（注5) 文化大革命をソ述v：乃ける1930千Ff（内粛清

との対比でみる向きからは， 「ソ連の人民地：スターリ

ンを選んだJと反論されるかもしれなL、。だが，中国て

行なわれたのはプロレタ 1；γ代 i：主義の発協であり，

ソ連の場f引っつロレタリブ＿！＿，，iヒ義の圧殺であろ。

最後に［二山東思想正ストー｝ム／理論とわ関係に－・）＇、

て一言しておきたし、。 f過渡期階級闘争E璽論Jは，例

のスターリソ・テーゼ（社会主義建設が進めば進むほ

ど，階絞巨r;＇（• が激化する） r共通点をも円。 rw.級翻

争jの強誌 、う意味で。 lかl，実質的内科L－おい

て顕著な相泌がみられることは ζ れまで述べて主たと

ころから明らかであろう。われわれは毛沢東が実践に

おL、て基本的にスターリンの誤謬を克服しているにも

かかわ c',・r, Fi'論的には》， 1 tニスターワユ♂） ll;i:;\i~ から

完全に似hi れてし、ると it '・ Iえ正いと考える。この点

について立人q た検討を加える用意はないが，毛沢東

思想とスターリン理論との表面的類似性から，あるい

は毛沢烹，＇.I＇.久々ーリソを権法寸る事実か「，モ沢東＝

アジア経済研究所刊行

スターリン主畿各と都価するとしたら根本的な点でも

れ東評価を，v-いとは中国革命のi評価そ誤るであ 7，う。

なお，毛沢東思想とスターリ〉理論との関係仁

こはさしあたい，次 ＇）二つの記述4参照せよ。

「毛沢東の r新民主主義論』は箇按にはスターリン

につながっているのである。だが毛沢東のスターリン

ヲill！ほレーニン I主主からの逸脱からは1rまぬがれ口、

るスターリン論文であり，その意味ではレーニシとで

質上つながっているといえよう。レーニンがカウツキ

ーの権威をかりたように，毛れ東は当時の権威者ス p

m リンを都合よくリI'I'合いに出して自己を権威づけた

勺とある。事実 i・.UI:/i｛東理論Iil世間レーニンのt，：供、－

れ(I民地論につな治る ｝） であるJ （，＇.与橋 1，：，~ r資本主義と

民Ji.n・楠民地問題l，『東京大学経済学研究』， 1967年

8月）。

「El主イ白達によれば，毛沢東は， 人タ ザン c')・ri' f, ', 

~:) 9シェグ＇］ + 1じーノいての12h条＿L Ii'，＇連邦共 11(

'(i：・小史』 J) ft,';,;!U とを整風運動つ ffっとも民本i下j

f弘文献」に指定し，特別長い講演をおこなって，，1，共20

余年 l乃経験に2寄っき，二つの文献に逐条の解釈を加え

、わiLていに fが，毛沢取が1945年9月館 71"1

A；大会への報｛＇；－ご持Ii ；~ した党の三大作風一一－ 1J:'Rぬt

実践を結合するn,K札」，「人民大衆と密接に結びつくれ

風J，「自己批判の｛午風」にしても，学イリの上では，ス

ターリン，｝）12カ条d川、ずれかに挙げI':,j1,たところを山

川、ように見えるけれども，そ tハ料担11ι実質は［.ii（点

、Fで大きな発展えとげ，中国，＇ J)'i:の独自な伝統主形

成 L，この党に，独特の風絡を僧びさせるにL、たった

ことを忘れではなるまい」（藤井満州奥，前掲論文〉。

（調査研究部）
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仁〉経済回復期における農業生産瓦助組織に関する資料
一時代的背景・中共推奨互助合作組織・土地革命後の
組織必要望害関・指導的中核・組織形態・三大組織原貝lj
t>農業生産互助組織の構造ー労働力の組織と価値形態
．労像力の交換過程・労｛役力価値と権力の関係・＇ Lil
手段の組鉱 〔付録〕中国共産党の農業集団化に関する
年表互助合作組織の分布 互助組織および合作社の
組織率（佐ll智英一郎・宮崎軍事一・野鳥嘉附・会見俊雄）

中国の経演発展と対外霊霊長語

米沢秀夫綬
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じ〉中国国民経済発展のテンポとその特徴t>中国の経済

建設と国民生前における物資需給t>濁民経済における

対外貿易の役割と貿易方式
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